
【環境保全・自然保護分野】 （単位：千円）

◎ ＳＤＧｓ消費・環境分野普及啓発事業費　（県民環境部　環境政策課） ５，０７３

環境分野との関わりが深いＳＤＧs（持続可能な開発目標）の普及啓発を図るため、一般県民等を対象
とするイベント等を開催し、県内における多様な主体の取組みを推進する。
1 一般向け普及啓発事業
（1）環境に配慮した消費に関する動画の作成
（2）子ども・保護者を対象とした体験学習会の開催（年1回・60人程度）
2 環境活動者向けＳＤＧs研修会の開催 3 企業向けＳＤＧs研修会の開催

ワークショップ、座学研修（年1回・50人程度） ワークショップ、座学研修（年1回・50人程度）

【社会福祉分野】

◎愛顔パラスポ・ファミスポフェスタ開催事業費　（スポーツ・文化部　地域スポーツ課） ８，２６４

障がい者スポーツイベントの開催や、障がいの有無にかかわらず楽しめるeスポーツ大会の開催支援
を通じて、生涯にわたりスポーツを楽しめる環境を整備する。
１ えひめパラスポーツ推進検討会（仮称）の開催（年3回）

（構成　県、競技団体、福祉団体、特別支援学校　など）
2 愛顔パラスポ・ファミスポフェスタ開催事業（31年10月）

パラスポーツ部門（障がい者スポーツ）と県スポーツ振興事業団主催のファミリースポーツ部門
（生涯スポーツ）の2部門併設イベントの開催

3 eスポーツ大会開催支援事業　（31年6月）
茨城国体の文化プログラムとして実施される「全国都道府県対抗eスポーツ選手権2019IBARAKI」の
本県予選会の開催支援

○ DV防止対策推進事業費　（県民環境部　男女参画・県民協働課） ４，５５９

1 DV防止対策推進会議の開催（年2回） 4 研修会への講師派遣
DV防止に関する県の施策の検討　など 5 若い世代に対するDV未然防止講座の開催

2 DV防止対策連絡会の開催 6 中学・高校教職員へのDV未然防止教育研修の開催
連携強化のための意見交換　など 7 デートDV未然防止啓発用映像資料の作成

3 DV防止啓発資料の作成

◎子ども応援事業費　(保健福祉部　子育て支援課） ２，５０９

子どもたちと民間主体の支援を結びつけ、継続的な支援体制を整備するため、関係機関との連携・調整
等を行う。
１ 愛顔の子ども応援隊派遣事業

レンジャー（20人）を公募して、子ども応援隊を結成し、地域のニーズに応じた具体的な取組
みの立上げを調整・支援する。

２ 自転車リレー事業（モデル事業）
（1）自転車本体の確保　高校卒業後不要となり譲渡可能な自転車の回収
（2）自転車の再生　　　　自転車店の協力を得て、自転車を再生
（3）自転車の提供　　　　自転車の提供先を決定して提供（目標台数40台）

◎パーキングパーミット制度拡充事業費　(保健福祉部　障がい福祉課） ２，４９２

身体障がい者等用駐車場の適正利用を促進する「パーキングパーミット制度」について、事業者の協力
のもと通常幅（2.5mを標準とする）のスペースを「パーキングパーミット・プラスワンスペース」と位置付け、
拡充を図る。
1 事業者等へのプラスワン制度導入への協力要請
2 制度改正の周知・広報活動

「三浦保」愛基金県直営事業（平成３１年度当初予算）

県直営事業

※下線部のみ愛基金対象事業

※下線部のみ愛基金対象事業



◎障がい者災害対応支援事業費　（保健福祉部　障がい福祉課） ４，２００

障がい者自身や家族を対象に、日頃の備えや迅速な避難、障がいの種別に応じた避難行動や支援
等を掲載した手引きを作成するとともに、当該手引きを活用した研修を実施する。
1 手引き作成
（1）対象者　　障がい者、家族
（2）内容　　　災害の知識、日頃の備え、発災時の避難行動、各障がいに応じた備え・対応、私の避難計画等
2 研修事業（東・中・南予　各1回）
（1）対象者　　障がい者、家族、支援者　各会場100人
（2）内容　　　講義、避難計画作成、避難訓練等

◎情報モラル教育推進事業費　（警察本部） ３，７７０

情報モラル教育用映像教材などを作成し、児童・生徒等への情報モラル教育の浸透を図る。
1 実際の事件等を基にした映像教材の作成
2 県教育委員会と協働した教員用指導マニュアルの作成
3 改正県青少年保護条例の周知　など

【知事特認】

◎地域の魅力発信高校生サイクリング推進事業費　（教育委員会　高校教育課） １６，４００

自転車の安全利用やサイクリングを通して高校生の健全育成を図るとともに、地域の自然環境や
文化を学習することで、地域の魅力を発信できる人材を育成する。
１ サイクリング推進リーダー校の指定（東・中・南予　各2校）

クロスバイクの整備、サイクリング魅力体感研修（各校1回）　など
2 リーダー校の取組み

（1）自転車店との連携による自転車技術指導講習の実施（各校6回）
（2）「愛媛マルゴト自転車道」の清掃やサイクリストへのおもてなし
（3）県内の大規模サイクリングイベントへの参加（各校1回）
（4）サイクリングコース巡りによる自転車の魅力PR
（5）地域の魅力発信マップの作成・配布　など


